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理念は事務室、ホールに掲示され、職員も首から掛ける名札と共に理念を携帯し、日常的な意識への取り組みが認めら
れた。管理者は就任後問もないとの事であつたが、ホームの理念をよく理解し、職員に対して、介護精神・介護技術両面
から指導に当たっている。『ゆつくりとたのしく』の精神を職員も理解しており、ホームは入居者本位の、ゆっくり・ゆつたりと
した、楽しい生活の場となっている。また、ホームの努力により、近隣の方々のホームに対する理解は深い。今後は、その
ホーム理念,精神を、近隣だけでなく、地域へも啓発していただける様、更なる努力に期待するところである。
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グループホームとして設計された2ユニットの大きな建物である。建物周りには塀の代わりに本が植えられ、駐車場から
玄関に続くス回―プも広く取られ、外観は非常にオープンな感がある。住宅もまばらな農地の中にあるが、近隣の中で、何
ら威圧感は感じられない。庭には芝生が植えられ、愛犬を飼い、その奥には家庭葉園があり、入居者の憩いの場となって
いる。ホーム内も、家具類は家庭用の物を使用し、家庭的な雰囲気を保つている。広いリビングは商側全面の窓から暖か
な陽ざしが差し込み、日中は照明は必要ない程である。また、要所には手すりの設置もあり、ホーム内を入居者が安全に
行動できるように、床には不要なものを置かない配慮もある。今後も同様に、入居者の居心地のいい生活空間への配慮、
安全への配慮の行き届いた取り組みをお願いし、継続に期待したい。

ホーム内での
くらしの支援

入居者家族の訪問回数も多く、家族の希望コ要望の聞き取りは随時に行われており、介護計画へも反映されている。現
在、介護計画書の書式変更中との事であつたが、以前の介譲計画書も細部にわたり検証が行われ、見直しに繋げている
事から、ホームの新しい取り組みに不安は感じられない。ホーム職員は、入居者本位に支援を心がけており、介護計画の

報の共有はもちろんの事、入居者の情報の共有にも努めている。日々の介護日誌、介護記録、申し送リノートの活用も
万全で、申し送り時には回頭でも伝達が徹底されている。特に、入層者の楽しみごとの支援には積極的で、得意な事、や
りたい事への支援には余念が無い。散歩に行きたい方には一緒に散歩に出かけ、新聞を読みたい方には新聞を提供し、
畑仕事をしたい方にはしていただき…・と、入居者中心の支援が実行されており、入居者はのびのびと、いきいきと生活を
楽しんでおられるようであった。また、毎週日曜日は、順番に入居者の方の好きな物、食べたい物を食べていただくという
取り組みが始められており、更に、入居者日入居者家族に喜ばれている。入居者の落ち着いた態度、おだやかな顔を拝見
するに、ホームの充分な配慮と取り組みを推察できた。ただ一点、来訪者の多さを考え、時節的には風邪。インフルエンザ
を代表とする感染症への懸念もあるので、本一ム内だけでなく、来訪者に対しての感染症対策をお願いしたい。
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特記すべきは、ホームオーナーロリーダー・管理者・職員の連携、相互の深い信頼関係であると言えようよ読問調査当日
の、管理者とアリング・職員ヒアリングにおいて、異なつた質問・異なった事例"異なつた聞き回しをしても、結果的に同じ結
果に繋がるという事実に遭遇した。それは、『思い』の理解・共有という深いつながりなのであろう。その共有された『思い』
を基盤とするホームの運営体tllは、どの項目も納得できるものであった。ホームから外へ向けての取り組みも進んでお
り、近所の畑からは季節の野菜が届き、ある近隣のお宅では、家族の緊急時にホームにお世話になったからと、ホームの
宣伝までしていただけているという。調査当日にも、数名のお子さん連れのお母さんが、ホームに遊びに来られているのを
確認できた。今後も継続支援を期待し、更には、広く地域との交流確立に、具体的な取り組みの検討をお願いするところで
ある。

ホームの周りには畑が多く、現在近隣に住宅が建ち始めているという環境の下、広い庭には芝生が植えられ、訪問当日にも、
者のかつこうの日向ばつこの場となっており、ホームの名前どおり、『ほのぼの』とした温かな雰囲気が印象的であった。芝生が
えられた庭の奥には家庭葉園が作られ、農業を趣味とされる入居者の、腕の見せ所的に、季節の野菜が元気に育つていた。
芝生の庭の真ん中に、ホームの愛犬『ハナちゃん』が陣取つている。「ペットを好まれない入居者の方はおられませんか?」の問
かヽけに、「ハナの方が入居者さんを選んでいます」と、ホームのリーダーは笑いながら答えて下さつた。「入居者の方がお世話を

されるのですか?」の問いかけには、「職員が付き添い、散歩に行かれる方もいます。ハナも入居者の方に慣れているので、どち
らが世話をし、世話をされているのかは微妙ですね」と、またもにこやかに答えていただけた。庭いつぱいに降り注ぐ陽ざしの下、
入居者の方の日常生活の中に『ハナちゃん』は存在し、役目を与えられたわけでもないのに、立派に『セラピー大』となつているよ
であつた。
ホームの内も外も、入所者、職員の実い声が耐えることなく、あたたかな雰囲気が漂い、あくまでも自然体な取り組みを感じる事

ができた。ホーム設立から1年8ヶ月。今回の外部評価対象はスタート1年の2ユニットロのみであつたが、自己評価(セルフチェッ
ク)も非常に厳しく、ここまで来るまでの、ホームの取り組みと努力を充分に確認させていただけた訪問調査であった。



I 運 営理念

1,運 営理念の明確化

ル'一ブホーム」とヽ うヽ。)に

令の意義を理解しており、これを自らが所属するグループホーム(以下「ホームJとい

う。)の運営上の方針や日標等に具体化し、介護従業者に日常的に話している。

ホームの運営理 及びホームの見やすいところに明示し、
かつ、入居者及びその家族等に分かりやすく説明している。

j用者の権利・義務を利用案内時の説明文書及び契約書に分かりやすく示し、か
つ、入居者及びその家族等に説明し同意を得ている。

ホームの運営理念や役割が地域に理解されるよう、地域に対する運営理念の啓発 ・

報に取り組んでいる。(ホームの説明会、ホーム便り等)

I生 活空間づくり

運 神 感 マ 放 庄 感 を感 じさぜ 丁 、人 后 有 マ 家 族 か 人 リマ Tく 、近 際 の 1王氏 ()訪 ね マ す

いよう、玄関まわりや建物の周囲に、家庭的な雰囲気づくりの配慮をしている。(玄関ま
に草花を植える、親しみやすい表札をかける等)

的な雰囲気を有しており、調度や設備、物品や装飾も家庭的である。

空間の中に、入店者が一人になつたり気のあった入居者同士で自由に過ごせる
ような居場所を確保している。

が持ち込まれ、安心して過ごせる

場所となつている。

2.心 身の状態にあわせた生 できている

て、安全かつできるだけ目立した

にするための設備や工夫がある
座・流し台等の使い勝手の工夫、

(すべり止めや要所への手すり等の設置、浴槽・便
物干し等の高さの調節等)

職真は、入居者一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把握しており、家庭的な雰
囲気をこわさずに、場所の間違いや分からないことでの混乱を防ぐための工大をこらし
ている.(トイレや部屋の目印等)

が落ち着いて暮らせるように、音の大きさや光の強さに配慮している。(テレビ、
職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日射し等)

になる臭いや空気のよどみがないように、換気を通宜行つている。また、
度調節は、冷やし過ぎや暖め過ぎがないように適切に行つている。
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○
見やすく、期‖染みやすい時計や潜を、日につくところに設置している。

O活 動意欲を触発する物品の用意

O
入居者の活動恵欲を触発する団‖染みの物品を用意し、本人の経験や状況に応じて張

供している。(ほうき、たらい、裁縫道具、大工道具、園芸用品、趣味の品等)

田 ケアサービス

1 ケ アマネジメント

評  f 面  i できている 力地必電 判 断 不

恒 Rll具体 的な介 護 計 画

○
アセスメントに基づいて、入岸者主体の目標を立て、入居者一人ひとりの特徴を踏ま

えた具体的な介護計画を作成している。

①介語計画の職 昆間での共有

○
介護計画を、すべての職員の気づきや意見を採り入れて作つており、すべての職員カ

計画の内容を知ることができる仕組みを作つている。

〇介護計画への入居看 ・家族の意見の反映

O
介護計画を、入居者や家族とも相談しながら作成している。

O介 護計画の見直し

○

介護計画に実施期間を明示して、その期間が終了する際に見直しを行うことはもとより、
状態変化に応じた随時の見直しを行つている。

)1固別 の 言己鉄

O
日々の介護や介護計画に反映させるため、入居者一人ひとりの特徴や変化を具体的

に記録している。

∩ 確 車 た 由 1ち撲 り,椿 錦 候 種

○
職員の申し送りや情報伝達を確実に行い、重要な点はすべての職員に伝わる仕組み

を作っている。

チームケアのための会議

○
チームとしてケアを行う上での諜題を解決するため、すべての職員で、定期的に(緊

急案件がある場合にはその都度)会議を開催し、活発に意見交換を行って合意を図つ
ている。

(1)介護の基本の実行

は、常に入属者
一

人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねるような言

榮かけや対応を行つていない。(入居者一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プラ
イベートな場所での礼儀、本人の返答能力に応じた質問方法、本人が思つている「現
実Jを否定しない等)

つたりしており、やさしい

入居者一人ひとりの生まれてからこれまでの生活l_■、本人にとつて大切な経験や出
事を知り、その人らしい暮らしや尊厳を支えるためにそれを活かしている。



0入 居者のペースの尊重

O

職員は、職員側の決まりや都合で業務を進めていく態度ではなく、入居者が自由に自
分のペースを保ちながら暮らせるように支えている。

0人 居者の 自己決庁や希望の表出への受標

〇

職員は、入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にし、それ
らを促す取組を日常的に行っている。(選んでt)らう場面を作る、選ぶのを待つ等)

― 人 で 不 チ ム 「 ン ハ、の 即 日

O

目立支援を図るために、入居者の1できるとと、できそうなこと」については、手や口を
極力出さずに見守ったリー緒に行うようにしている。(場面づくり、環境づくり年)

O身 体桐東のないケアの冥践

〇
身体拘束は行わないということをすべての職員が正しく認識しており、身体拘束のな↓

ケアを実践している。

〕懇 チか けな い 工 実

〇

入居者の自由な暮らしを支え、入居者や家族等に心理的圧迫をもたらさないよう、日
中は,玄関に鍵をかけなくてもすむような配慮をしている。やむを得ず鍵をかける場合
は、その根拠が明白で、その理由を家族に説明している。(外出の祭知、外出傾向の把
握、近所の理解・協力の促進等)

(2)日常生活行為の

登食器を使つており、茶碗や湯呑み、箸年は、入居者 一人ひとりが使い慣れた

ものにしている。

入居者
一

人ひとりのFB嘱等の身 便秘 ・下痢等の健康状態にあわせた

法としつつ、おいしそうな盛り付けの工夫をしている。

、栄奏バランスを、
一一日全体を通じて

おおよそ把握している。

も入居者と同じ食事を一
緒に楽しんで食べながら、食べ方の混乱や食べこ|

等に対するサポートをさりげなく行っている。

おむつをでき 用しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パ

し、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行つている。

問帯、長さ、回数等)

望にあわせ、くつろいだ



工 堅容

0輝 華容際の利用豆標

○
入居者 一人ひとりの希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。(カット、パー

マ、染め、セット等)

0プ ライドチ大切に1夕た警容の受標

○
整容の乱れ、7奇れ年に対し、プライドを大切にしてさりげなくカバーしている。(髭、着

衣、履き物、食べこぼし、日の周囲等)
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0安 眠の支援

O
入暦者 一人ひとりの睡R民のパターンを把握し、夜眠れない人居者には、1日の生活リ

ズムづくりを通した安眠策を取つている。

入居者が自分でお金を持つことの大切さを職員が分かつており、日常の金銭管理を

本人が行えるよう、入居者一人ひとりの希望や力量に応じて支援している。

ホーム肉で人居看一人ひとりが楽しみことく

援を行っている。(テレビ番組、週干J誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物
の世話、新聞取り等)

ド身の変化や異常発生時に、気軽に相談できる している。(医自市、
歯科医師、保健師、看護師等)

医療機関と行つている。

年に最低1回は、健康診断や医師の指導を受けられるように支援している。開設間も
ないホームは、健康診断を受けられる準備や体制を整えている。

認知症の人の身体面の機能低下の特 (筋力低 下、平衡感覚の悪化、味下機能の

低下等)を理解し、買い物や散歩、調理、
向上するように取り組んでいる。

楽しみごと等の日常生活の中で自然に維持・

のけんかや トラブルの し、必要な場合にはそ

に努め、当事者や他の人居者に不安や支障を生じさせないようにしている。

入居者の力を引き出しながら、日の中の汚れや臭いが生じないよう、日腔の清潔を目

常的に支援している。(歯磨き・入れ歯の手入れ・うがい等の支援、出血や炎症のチェツ
ク等)

職員は、入居者 る薬の目的や富J作用、用法や用量を承知しており、入
一人ひとりが医師の指示どおりに服薬できるよう支援し、症状の変化を確認している。



49

時の手当

O
人居者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことができる。(けが、骨折、発

作、のど詰まり等)

50

Э感染症対策

○
感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行している。(インフルエンザ、Fr「

熊、肝炎、MRSA等 )

3入 居者の地域で

が、ホームの中だけで過こさすに、積極的に近所に出かけて楽しめるような
l■l気を作っている。(買い物、散歩、近隣訪問、集会参加等)

4入 居者と家族と

家族が気軽に訪間でき、 よく過ごせるような雰囲気を作つている。(来
湯茶の自由利用、居室への宿泊のしやすさやすい雰囲気、歓迎、関係再構築の支援、

等〉

IV運 営体制

人代表者及び管理者は、ケアサービスの質の向上に熱意を持ろ、それぞれの権限
や責任をふまえて、共に取り組んでいる。

の採用、連宮方法、入居者の受入れや入居継続の可否については、
員の意見を聞いている。

2職 員の確 保 と

入店者の状態や生活の流れを支援するために、これに即した職員の勤務ローテーシ

声ンを組んでいる。

が、採用時、フォローアップ等それぞれの段階に応じた
をすべての職員に周知している。

の業務 上 の悩 み や ストレス る方策を採り入れている。(外部者と
会、職員相互の親睦、悩みの聴取、スーパーパィザーの導入等)



及び退居時の対応方針

グループホームに適した入居対象者であるか、十分に検討している。
険者証、診断書、入居申請に至る経過、生活や対人関係、入居者・家族の希望隼)

途居は、契約に基づくとともにその決定過桂が明確である。また、入居者や家族に十
分な説明を行つた上で、納得のいく退居先に移れるように支援している。退居事例がな
い場合は、その体制がある。

ホー

等)

している。(食品、布巾、包丁、まな板、冷蔵庫、

栗や洗剤、刃物等の注意の必要な物品については、保管場所、
取り決め、かつ、そのとおりに実行している。

けが、転倒、窒思、意識不明、行方不明等の

まとめており、サービスの改善につなげている。(再発防止の話しあい、今後に活かす
義づけ等)

5情 報の開示コ提供

番 号 評  価   項 目 できている 改善が必ヨ判断不能
0調 否 等 の 新 間 に 対 丁 る対 応

○
ケト護相談員や評価調査員年の訪問時には、情報を積極的に提供している。

食“苦 情 へ の 対 応

64

目談 口言情 受付 の 明 示

O
相談や苦情を受け入れるホーム側の窓口及び職員が明確であり、入居者及び家族に

その利用の仕方を文書と口頭で繰り返し伝えている。

が、気がかりなことや、意見、希望を職員に気軽に伝えたり相談したりでき
に、高会時の声かけ、定期的連絡等を積極的に行つている。

に、入活者の暮らしぶりや 日常の様子を定期的、具体的に伝えている。(「たより」
の発イ子や行事ビデオの上映、写真の送付等)

入居者が金銭の管理ができない場合には、その代替方法を家族と相談の上定めてお
り、家族に定期的にその出納を明らかにしている。

交8ホ ー

市町村事業を積極的に受

びに来たり立 つてくれたりするように取り組んでいる。



入居者の生活の安定や拡がりのために、 1辺地域の話施誠から協力を得
(商店、福祉施設、警祭、消防、文化教育るよう、理解を拡げる働きかけをそ子つている。

施設等)

のケアに配慮しつつ地域に開放している。(認知症の理解や
関わり方についての相談対応・教室の開催、家族・ボランティア等の見学・研修の受入
れ等)

※(1)「管理者」には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含む
(2)「職員」!ヨよ、管理者及び非常勤職員を含む


